
平成 22 年度 企業内家庭教育学習講座 

滋 賀 中 央 信 用 金 庫  

「「社社会会みみんんななでで子子どどもものの育育ちちをを支支ええままししょょうう」」  
 

■期日 ①平成２２年８月２３日（月） 

    ②平成２２年８月２４日（火） 

■時間 午後５時～午後６時 

■会場 ①滋賀中央信用金庫彦根本部 

    ②滋賀中央信用金庫近江八幡本店 

■対象 ①職員２５名 ②職員２７名 （２日間５２名） 

 

     ※滋賀県家庭教育協力企業協定制度締結企業 

 

◇はじめに 

 ・今日の出会いと学びを記念して…①  

アイスブレイキング 「はい！いは！」 

 

１．しがふぁみ（滋賀県家庭教育協力企業協定制度）とは？ 

  「家庭の教育」に企業の力を！ 

（ 5 つの取り組みの内、2 つ以上の取り組みを推進） 

 

２．家庭教育について考えてみましょう  

（1）家庭教育啓発ポスターについて考えてみましょう 

・キャッチコピーを考えることから見えてくるもの 

それぞれの家庭観、子どもを取り巻く環境の変化 

少子化問題や核家族化、都市化の問題など 

（ 2）家庭教育を巡る情勢 

・様々な教育問題 

・家庭教育はすべての教育の原点 

（教育振興基本計画、教育基本法の改正） 

・学校、地域、家庭で子どもを育てる環境を！ 

 

３．子どもの姿から考えてみましょう 

（1）子どもの呈する姿から考えてみましょう 

・表面的な問題と根本的な問題 

（ 2）中学生の生活意識に関する調査（文部科学省委託調査事業より） 

・日本、中国、アメリカの中学生との自己認識についての調査結果より 

・日本の中学生の自己肯定感の低さ 

・自己肯定感とは？ 

（ 3）自己肯定感を育むために 

・家庭でのコミュニケーションの重要性 

※普段の子どもたちの姿、家庭の様子をふりかえってみましょう 

・スキンシップ、言葉がけ、子ども理解の大切さ 

 

４．企業が大切にしたいこと 

（1）職場の安全・安定のために家庭の安定を 

（ 2）雰囲気づくり・制度づくり・ノー残業デー、休暇制度の活用を 

（ 3）子どもの話題や悩みが語り合える企業・仲間に 

 

◇終わりに… 

・今日学んだことを家族や子どもに話すことで、親の姿、 

家族の姿を見せましょう 

・今日の出会いと学びを記念して…② 

「じゃんけん肩たたき」によるお別れ 

 

 


